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150年　そして次の時代へ

2022年８月３日で、司法書士制度は150周年を迎える。歴史を守り、司法書
士の現在の地位を確立してくれた先輩方へは改めて感謝をしなければならない。
一方、時代は大きく変わり、テクノロジーの進化により、司法書士の主要業務
である「登記」は、既にその価値に陰りが見え始めている。この価値とは、登記
制度自体の価値ではなく、市場がとらえる登記申請の代理行為に対する価値であ
る。つまり、市場からは登記申請のような定型業務は、誰にでもできる専門性の
低い業務だと思われ、高い報酬を支払うようなものではないと評価されているの
が現実であり、時間の経過とともに、司法書士自体の市場価値は、今以上に薄れ
ていくことは容易に想像できる。そのような逆風のなか、極めつきは、司法書士
試験の受験者の激減という現実であり、目指す人がいない資格に将来はない。こ
のように、司法書士は乗り越えなければならない課題も多い。
他方、そんな司法書士も、与えられた独占業務だけに頼らず、それを起点に、
新しい視点を持って時代の求めるサービスを作り出し、改革することができれ
ば、まだまだ見込みはあると考えている。私は、司法書士制度改革の１つとし
て、数年前から企業法務に本格的に着手し実績を積んでいる。150年の歴史のな
かでも、新しい業務である簡裁代理、後見、民事信託という分野も選択肢として
はあったものの、まずは、本来、不動産登記と並んで司法書士の主要業務である
はずの会社法、商業登記法に関する業務を改めて見直すべきだと考えた。結果と
して、各企業からは、登記申請の際に声をかけられるのではなく、取締役会等の
経営判断の場に呼ばれ意見を求められるようになった。そして、その活動は徐々
に認められ、現在は、売上の半分近くが顧問料で構成される業界でも珍しい収益
構造を生み出し、経営の安定と、所属司法書士の待遇の向上、高い専門性を習得
できる環境の構築につながっている。このように、視点を少し変えて活動するだ
けで、誰にでもできる登記手続の担い手としてではなく、本来あるべき専門家と
しての立ち位置を、経済的にも社会的にも確立できつつある。
私の組織に所属する司法書士は、この新しい環境のなかで、新しい時代の司法
書士として着実に成長している。この新しい時代の司法書士たちが、組織的に社
会の需要を充たすことで、司法書士業界の課題を解決しながら、司法書士の地位
を向上させ、新たなイメージを確立し、司法書士が今よりもやりがいを感じなが
ら働ける環境をつくることによって、司法書士を目指す人も増えるであろうと考
え、この事業に注力している。
このように、本来司法書士が持っている能力で、独占業務を基軸にしつつも視
点を変えて行動するだけで、司法書士を時代にあった制度、資格に変えることが
できる。司法書士制度が200周年を無事に迎えることができるかどうかは、この
先の10年、私たちがどのように活動するかにかかっている。私は、司法書士制
度、そして司法書士という資格に大変世話になった１人なので、恩返しの意味で
も、司法書士制度の可能性を信じ、200周年を迎えるために、司法書士は優秀で、
もっと社会に貢献できる資格であることを、これからも社会に伝えていきたい。
� （司法書士　沓脱　亮）

７月10日号（2189号）
■論説
高額電子移転可能型前払式
支払手段に関する法律と実
務対応　
　金澤浩志
反社対策・AML/CFTの統
合的対策　―「属性」・「資
金」双方に着目した組織犯
罪対策の実現―
　吉森大輔
預金等の不正引出リスクと
今後の予防および活用可能
性
　山口　明／名藤朝気
■風をよむ
サステナブルファイナンス
への取組み
　高田英樹

●「150年後もお待ちして
います。」　司法書士制度と
同じく今年150周年を迎え
る東京国立博物館の150周
年キャッチコピーです。世代
や時代が変化しても、文化
の継承や交流の場として存
在し続けるイメージを反映
しているとのことです。登記
制度の維持・発展に世代を
超えて取り組んできた司法
書士制度。登記の依頼を待
つだけではなく、案件へのよ
り川上での関与が求められ
ているという話も聞きます。
これから始まる新たな150
年の歩みに注目です。（亮）
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